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五目チャーハン。地球研初代所長の日高敏隆さんが、地球研のあるべき研究像を例え
た言葉である。ご飯、 調味料、
5種類の具材が口の中で混然一体となるのが、 五目チャー
ハンの最大の魅力だと思っている。具材選び、調味料の合わせ方、ご飯の炊き加減、火力、中華鍋の振り具合などによって、五目チャーハンの出来に無限の可能性が秘められているのも面白い。　
今回の「フィールドぶらり」の舞台は、半乾燥地のザンビア南部州。五目ならぬ
5人
の専門分野が異なる研究員が共同調査をおこなった。　
ザンビア南部州は、地球研の研究プロジェクト「社会・生態システムの脆弱性とレジ
リアンス（
2
0
0
7～
2
0
1
2年
）」がフィールド調査を続けてきたところである。そ
して今回の参加者の１人であ 宮嵜英寿さん（境界農学）は 同じく地球研の研究プロジェクト「砂漠化をめぐる土と人と風（
2
0
1
2年～）
」の一環として、現在も継続的
な調査を行っている。宮嵜さんの先導によって私たちが訪れた地域は 農耕民トンガがメイズの栽培を主におこなっている農村地域であった。　
宮嵜さんのほかに参加したメンバーは、佐野雅規さん（
古気候学
）、三村豊さん（建
築学）
、 渡辺一生さん（農学）
、 そして石山俊（文化人類学）である。佐野さん、 三村さん、
渡辺さんにとっては初めての フリカであった。専門分野が異なる
5人がフィールドを
共有する楽しさは、同じモノや人々へのまなざしの違いを感じること、それを現場で共有できることはもちろん、異分野の調査スタイルをじっくり 観察できることにもある。　
9年来、ザンビア南部州で調査を続けてきた宮嵜さんは、若いアシスタント、地域の
農民から親しみを込めて 「ミヤンザ」 と呼ばれている。これ 他の参加者にも伝染し、 「サノンザ」 、 「ミムンザ」など 呼び合ったことなどは、フィールドが演出す マジックであったのかもしれない。ちなみに ワタ 、 イシンザ」は、語呂 悪かったようで、
まえがき
定着することはなかった。こんな些細なエピソードも、フィールドを共有するには大切なことだと思う。　
そんな
5人が、地球研という中華鍋の中で、ザンビア南部州の人々の暮らしと農とい
う「ご飯」と一緒に混ぜ合わせられた。さて、どんな五目チャーハンが出来あがるのか。
石山
　
俊
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ザンビアの経験を思い出す
1
きっかけは雑談から三村
　
ザンビアに向けて
2
0
1
6年
10月
12日に日本を出発して、
10月
28日の金曜日に
帰ってきました。
2週間少し、 みなさんと調査をしました。 地球研でも初めての試みだっ
たと思います。今回の渡航が決まったのは、佐野さんのお声がけがきっかけですね。なぜアフリカに行こうと思いたったのですか？佐野
　
ぼくの所属は気候適応史プロジェクトで、隣の砂漠化プロジェクトの宮嵜さんと
は研究内容を きどき話していました。宮嵜さん フィールドはザンビアで、あるとき、「過去の極端現象に人がどう対処したのか、なかなかわからない」と。それなら、ぼくの年輪分析手法
［注
1］
が適用できるのではないかという話になりました。ならば、いっ
しょに行って検討してみようと。三村
　
ザンビアに行こうと思ったのはどのタイミングで出てきたのですか？
佐野
　
いままでずっとアジアでや てきて、アフリカの気候についてはノータッチだっ
た。ぼくはわりと自然科学系のことをして たので、もっと人と人との接しあいが密なプロジェクトでは、実際にどういう いる か いうことに興味をもちました。ザンビアは宮嵜さんと話しているときから興味がありま た。三村
　
宮嵜さんは、ザンビアについてどういう話をしていた ですか？
宮嵜
　
以前調査していた 南部州のある調査村に
2
0
1
6年
2月に訪問した。
全
21世帯のうち
7世帯がその前年に離村していました。移住先は未開の地。だれも入植
していないのであれば、古くからの植生が残 いるはず。佐野さんに古い木 サンプルを年輪分析手法 調べてもらえばなにかわかるだろうと思いま た。佐野
　
それなら、ほかの分野の研究をして る人の智恵も借りよ と、三村さん、石山
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さん、渡辺さんにも声をかけて意気投合しました。とりあえずの目標は、ザンビアで得た知見をもとに研究シーズ 探すこと。ザンビア視察のハイライト三村
　
ザンビア視察は、最初はルサカ近くの農村。
13日は
ZARI （
Zambia Agriculture 
Research Institute ）
［注
2］
に行ってあいさつと調査内容について報告しました。
　
14日には近くのチャワマ（
Chawama ）マーケット
［写真
1］
へ行き、今後お世話になる
マシューさん
［注
3］
に会いました。ぼくはアフリカのマーケットを見て、感動している
なか、マシューさん一家が木炭を売っていましたね。　
15日はマシューさんの住む村を実際に訪問して、アフリカの農村を初めて見た。
　
　
16日には南部州へ一日かけて移動しました。移動時間は
5、
6時間くらいかかったで
しょうか。次の日にマシューさんの移住前の村を歩き、
ベシャさん
［注
4］
の家に行きま
した。
18日はアルフレッドさん
［注５］
の家を中心に、よく歩いた記憶があります。
19日
はまた別の方に会いに行きます。どなたでしたか？石山
　
ベシャさんのところと、ウィリアムさん
［注６］
のところ。だから二个所まわりま
した。三村
　
この日は、近くのカリバ湖まで車で移動しました。宮嵜さんが「やはり水を見た
らアフリカ人は大人でもはしゃぐんだね」と言っていましたね。インドネシアでは、水は資源としてよくある。アクセスができないなかでの喜びのようなも があったのかもしれません。
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宮嵜
　
たしかにあのテンションの上がりようは、衝撃的でした。ドライバーがパンツ一
丁になっていました
︵写真
2︶。
三村
　「ワニがいるから入らない」と最初は言っていたのに。 （笑）
宮嵜
　
でも一人がやりだすと、 みんなが調子に乗って、 水のなか ブリッジとかしていた。
三村
　
20日は村内でみなさん別行動をしていたと思います。ぼくはアルフレッドさんの
家で実測と、穀物倉庫内に、どれだけメイズがあるのかを宮嵜さんといっしょに数えました
［写真
3］。
　
21日が南部州最終日になり、これも別行動でシアムトルさんの家の実測をしました。
22日にルサカへ戻ります。途中、カリバダム
［写真
4］
を見に行った。シアムトルさんは
カリバダムの近くに住んでいて、ダム建設によって居住地を移動した。宮嵜
　
マシューさんもそうです。マシューさんのお父さんが移住しています。
22日まで
の前半は、マシューさん一家が移住してきた歴史を現在から過去にかけて移動調査してきた感じになります。三村
　
23日は現在のマシューさんの家の近くで調査をしました。この地域の調査は、ぼ
くらが初めてで、顔合わせをすること なりま た。前回訪れた
15日にセキュリタリー
［注７］
と会っていて、面識はあったのですが、調査をはじめていいかの許可を得るため
の謎のミーティングがこの日はありました。待つ時間が長かっ です。この日は村泊して、村人がどういう暮らしをしているかを見てきました。石山さんはこの日に 本に帰られ 到着した渡辺さんが 入れ替わりで参加しました。　
24日、ぼくはヤギの解体を初めて見ました。
25日は、ドローン
［注
8］
を飛ばすために
──ここは航空局になるのでしょうか
［写真
5］。
渡辺
　
はい。日本でいうところの航空局です。
［注
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三村
　
渡辺さんからドローンを使う目的の説明があり、日本でのルールなどを説明しま
した。そして、次の日に飛ばせるようになりました。途中にザンビア大学に寄り、資料探しもしました。
26日にドローンを飛ばして、そして
27日に帰る。だいたい一連の流れ
がこうなっております。暮らしの変化に気づく宮嵜
　
南部州のすべての村で思ったのは、やはり子どもがとても大きくなっていたこと
です。 「この子はあの子だよね」という人がかなりいた。たまに南部州の村へ行っていたけれど、単発だった です。今年の２月にも行った だけれど、
1か村につき数時間
しか滞在できないような調査 した。今回はだい いの村を
2回ずつ、ほぼ半日ずつ調
査する たち いろ ろな人に会えて思った が、 「自分は歳をとったな」と。彼らが大きくなっていて、りっぱになっているのを見たらうれ くなりまし三村
　
南部州へ向かうとき、宮嵜さんが「南部州に行ける」とテンションが上がってい
ましたね。宮嵜
　
はい。車のなかでテンションが上がりました。
宮嵜
　
暮らしはあまり変わっていないように思い しかし、たとえば携帯を使う
などモノは豊かになっている気がしました。いまで 、村ではスマートフォンでフェイスブックのメッセージが毎日のようにみんなから送られてくる。 「まだ雨は降らないよ」とか。携帯で簡単なインタビューはできるように ってきています 行か も仕事は進む感じですが、やはり行かないと見えな 部分も多 の 行きたいです。
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南部州に行けるとなるとテンションが上がります。ぼくのなかでは
3番目の故郷のよ
うな感じです。大学時代に通っていた滋賀がちょっとした故郷で、ブルキナファソでも村に入って調査していたので、そこも故郷です。フィールド経験に汎用性はあるのか三村
　
ぼくと佐野さん、渡辺さんは、初めてのアフリカでした。アフリカ未経験者を
フィールドへ連れて行くことへの不安 りましたか。 （笑）宮嵜
　
いえ。これまで南部州の村々では長期間に渡って滞在して、村人との人間関係は
できていたから、調査に関しては問題 いと思ってい
［注
9］。ただ、ぼくと石山
さんはずっとアフリカ研究をしていたので、病気に関する知識ももっているし、慣れている。でも、佐野さんや三村さん、渡辺さんが予防注射の話を ているのを聞いて、 「むかし自分もそうだっ な」 、 「たいへんだった 」 。ああ うことを始めると、不安になるではないですか。 「こ なに注射 打っていかないといけない国な か」 、 「こんなに薬を準備して行かなく はいけ い国なのか」と。そのあたりの不安が、忘れていた感覚がよみがえっ きました。三村
　
石山さんは宮嵜さんと同じプロジェクトですが、フィールドは違いますね。
石山
　
ぼくは、もともとサハラ砂漠南部の乾燥地のチャドなどがフィールドです
［注
10］。
地球研では、サハラ砂漠のオアシスが中心です。南部アフリカは行ってみたい、とかねがね思っていました。ザンビアで感じたのは、アフリカの乾燥地帯にも違い るこ北は乾燥で南が湿潤。そのあいだに拡がるサヘル地帯の天水農業北限地 牧畜民と農耕
［注
9］
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民とが重なって分布する地帯がある。両者には、畜産物と穀物とを交換したり、農耕民の家畜を牧畜民に預託したりする関係があります。では、今回の調査地のように、牧畜民がいない土地ではどうなのかで 。三村
　
なにか見えてきましたか？
石山
　
じつはまだ答 は出ていないのです。ぼくの調査方法はインタビューですが、今
回はいくつかの世帯で家系図を作成することができたので、それと宮嵜さんの土壌から気候変動を探る調査とを重ねると、なにか見えると思う。世代が変わると、生業つまり生存戦略がどう変わるのか、 かですね。三村
　
アジアをフィールドにする方も参加した。そういう渡辺さんから見たアフリカは、
どのように映りましたか？渡辺
　
東南アジアに調査に行くのに注射を打ったことはなかったのに、予防注射をたく
さん打ちました。
A型肝炎、狂犬病、黄熱病、破傷風……。 「アフリカはなんて遠いの
だろう」と。だからこそ、アジアでの研究手法がアフリカでも使えるかどうか、汎用性があるかどうか興味がありました。人を見て、相互の信頼関係 できて初めて可能な現地調査三村
　
ほかに印象に残っていることはありますか。ぼくは、石山さんの「ペン ノート
とカメラしかぼくは持たない」という言葉が印象的で
［写真
6］。
宮嵜
　
ぼくもできることならペンとノートとカメラだけで行きたい。 せ、持 て行
く機材が多い。 （笑）石山
　
ただ、
1回の調査だけではほとんどなにもわかりません。背景や歴史もあります
［注
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からね。やはり調査の生産効率が悪い。佐野さんのように年輪のサンプルを取って、分析できるのは羨ましく思いました。 （笑）
　
それに、地球研に来るまでは基本的に一人で
調査していた で、手法の異なるみなさんと調査するのはよい刺激になりました。三村
　
今回の調査の醍醐味は、それぞれの研究手法が違ったこと。宮嵜さんは雨量や土
壌の変化を測定していますが、観察しているのは人だという印象を受けた
［写真
7］。
宮嵜
　
人を見ないと調査はできません。雨の多いときにどう暮らすか。農作物だけでな
く自然植生から採集もします。どちらが本業かわからない状況で 。炭を売ったり、木を売ったり、魚を獲ったりと、彼らは複数の生 で生きている。土壌学を捨てたわけではないが、土だけ見ていてもわ ないことが多いと思 ますよ。石山
　
三村さんの調査でおもしろかったのは、 しっかり測る。 歩測とか。 メジャーを持っ
て行ったのだと思いますが、とにかく測ること、そしてそれを図に落とすことをされていましたが
［写真
8］、羨ましいと思いました。その場で調査できる。
宮嵜
　
メイズを一つひとつ数えるのは、やりたくなかった。
石山
　
人が生きる感覚を自分で捉 に ああいう手法 必要だと思います。ふだん
日本で年間にコメを何キログラム食べているかと あまり考えないで ょう。三村
　
そうですね。
石山
　「測ることに意義がある」というのは名言かもしれません。
三村
　
ありがとうございます。
宮嵜
　「しんどいことをすれば、なにかになる」というのは名言だと思いました。 （笑）
三村
　
たしかに、 「誰もしな 大変なことをすることが大事」というこ が、 自分にと
てなにかを測るうえでは信念になっています。ようするに、一見簡単に測れるものでも、意外に大変だとわかるとみんな避ける。でもじつはそこに大事なことが隠されてい 可
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9
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能性があると思います。宮嵜
　
数えるまえは面倒だったけれど、楽しかったです。なんだかんだみんなも協力し
てくれましたし
［写真
9］。
石山
　
いずれにしろ測るということは大事なことなのだなと思いました。
佐野
　
そう えば、宮嵜さんの現地の人 ちとの距離感がよかったですね。英語のイン
トネーションが関西弁。 （笑）宮嵜
　
そうでしたか。 （笑）
佐野
　
人を相手にするフィールドでは、人と近すぎてもやりにくいし、遠すぎてもよく
ない。宮嵜さんは、ぼくらの要望に応えつつ、現地の人とうまく橋渡ししてくれた。絶妙な立ち位置でしたね。三村
　
宮嵜さんが
ZARI （ザンビア農業研究所）の
M
oses M
wale
所長とフランクに話
をしているのには驚きました。石山
　
大阪人、恐るべしです。 （笑）アフリカの人とのうまい付きあい方を、現地で体
で覚えてきたのだと思う 組織については、地球研が現地の人 い 関係をつくってきたことが大きい。個人で行っても所長には会えない。地球研が積み重ねてきた成果の一つでしょう。地球研にいるからこそのジレンマと新たな自己の発見渡辺
　
佐野さんの調査を見ていておもしろかったのは、現地で案内を マシューさん
と話しながら、どの木をサンプリングするかを決めて たこと。佐野さんが硬さやサイ
ズ、用途を質問して、マシューさんと相談しながら木を決める。佐野
　
炭焼きを生業にするマシューさんは、葉を見ずとも幹や樹皮だけで木の種類がわ
かる。どういう道具をつくるのに最適な木かも、木の成長速度も感覚的にわかっていた。そういう話を聞きつつの作業でした。調査の対象となる が人ではなく、木ですので。そしてがんばればがんばるほど成果が出る。三村
　
そうですよね。
佐野
　
でも調査だけをしてしまうと、人間関係がぜんぜん築けない。
石山
　
佐野さんは現地でいっしょに成長錐
［注
11］
を使って、みんなでおもしろがって年
輪調査をしたではないですか
［写真
10］。
三村
　
あれは羨ましかった 。
石山
　
共有できるツールだなと思いま た。
三村
　
子どもも し。
石山
　
データを解析したあとにアフリカに行くチャンスがあれば、 「こんなのだったん
だよ」 ということが報告できる。 れが きればすごくおもしろいと思います。 共有ツールは分野や人の方法によって違うと思うけど、みんななにかしらあるの は。三村
　
成果のフィードバックは大事ですね。
石山
　
ぼくは人 話を聞くのが基本ですが、興味の対象は場所ごとに変わる。世界各地
の年輪を調べている佐野さんは、サンプリング以外に興味はないのですか。 （笑）佐野
　
いまの自分の研究はおもしろいですが、地球研にはこれ の分野の研究者がい
て、しかも多様な場所に行く機会がある。現地の人との関わりもある。もっと人とかかわりたい、違う方向性の研究にも取り組んでいきたいという思いは今回出てきましたね。石山
　
その好奇心は、地球研 人たちと話すこと 増幅す と思いますよ。佐野さんが
［注
11］
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ぼくの調査で得た家系図をずっと見ていたから、関心のあることはひしひしと伝わってきました
［写真
11］。ご自身の専門とのジレンマがあるのだなと。
佐野
　
自分の分野の幅を押し拡げたいですね。渡辺さんのように、木がどれくらい成長
するかを上空からも観察し い。石山
　
自分でもできるようになりたいと。
佐野
　
そう、自分で もなりたいし、ほかの人の研究と組み合わせて新たな
研究につなぐことができた ね。今回は新たな調査方法を見ることで新しいアイディアが浮かんで、それがすごく楽しかった。石山
　
ぼくもそうでした。
渡辺
　
専門の異なる人と同じフィールドに行くからこそのアイディアがありますよね。
異分野の最先端にふれられるという地球研の強み
2
自然科学者の視点三村
　
ルサカ州近くの農村と南部州の農村へ行きましたが、実際に見比べてどうでした
か？佐野
　
宮嵜さんが調査していた地域の方が南部州からルサカ州近くの農村へ移住しまし
たよね。なぜ移住したのかいうところが疑問でした。たしかに南の地域のマシューさんがまえに住んでいたところは、山の起伏が大変なところだった
［写真
12］。北のほうに行
けば行くほど雨が増えて、そのぶん収量も上がるという期待のもとで北のほうへ行ったのだと思います。現在はわりと地形がフラットなところ
［写真
13］
なので、すでにある農
地で作物を耕しつつ、開墾してい うかと はあったと思います。三村
　
たとえば、木の硬さに違いはありますか？
佐野
　
ぱっと見た感じでは、大きく植生が変わることはないように思います。ぼくはそ
んなに詳しくはわからな で が、大きな流れや、違 は見た感じでは変わらないように思います。最初 なるべく古い木 あればよ かなと思っていました。見たところが村の中と裏山みたいなところだけだったので、すでにも 手を入れられてい 林だっので、そんなに古いものもないのかなという気 しました。　
ただ車で走っていて、景観として木が見えるのですが、そんなに古そうな木もないの
で、そのサイクル してある程度の期間が経っ ら死 まって、新し 木が生えてくるという感じの植生だと思 ます。
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文化人類学者の視点宮嵜
　
今回は短かったなかで、インタビューを主にして調査する石山さんはしんどいだ
ろうと思っていました。自分もそういうことを経験していますから。現地に行って「はじめまして」と言って、家の話を聞いても誰も答えてくれな のはわかっているので、しんどいのは石山さんだろうと思って。石山
　
いちばんわかりやすいのが家系図です。
三村
　
すぐに聞いて記録できるから。
石山
　
それだけでデータとして充分であるならそれでもよいです。
宮嵜
　
うらやまし す。
石山
　
ぼくが家系図を聞いているときに佐野さんがじっと見ていてくれていました。 「こ
んなものを見ていておもしろいのかな 思 ながら見ていました。佐野
　
いや、すごくおもしろかったです。
三村
　
書き方がありますよね。男性、女性がわかるとか。年齢とか。
宮嵜
　
ぼくはあれ でき せん。１、 ２、 ３、 ４とふってゆくだけ。あとで人に書い も
らえばよいかと。石山
　
いちばんおもしろかったのは、母系。母系と うけれど、それが出てきてわかっ
たのは、 「くれくれおじさん」のところの。宮嵜
　
ウィリアムさん。
石山
　
そう。ヘッドマンの継承。ヘッドマンが母方から継承され いるのだなというこ
とくらいしか、ぼくは母系については確認できませんでした。宮嵜
　
ヘッドマンを継承するのは、母系が多い。子どもたちはすべてお母さんのムゴワ
［※注
12］
を継いでいる。
三村
　
石山さんに「ずっとインタビューをしていてしんどくないですか。いつもこんな
感じですか。ずっと話しているのですか」と聞いたら、 「一緒に座って、ぼーっとしているときのほうが多いよ」と言っていたことです。これは衝撃なのですよ、ぼくからすると。調査中は「なにかを測らなきゃ」と考えてしまう。 「無駄 時間を共有するのが、インタビューだ」と言っていましたね
［写真
14］。
石山
　
そんなこと言いましたか。覚えていません。 （笑）
三村
　「座って、ぼーっとしている。なにも話さないときのほうが、じつは一日のなか
で長い」と言っていました。 「でも一緒にいる」と言っていました石山
　
それは調査において助走みたいなものでしょう。
三村
　
いま思うと、成果はほとんど手に入らない。家系図にしたってそうです。石山さ
んの調査は時間をかけてす 。石山
　
かかってしまうね。調べるものによるけれど、とく 生活の変化とか、人の話を
聞く場合は、とにかく一緒にいるのが不自然ではないくらいにはならないと けない。宮嵜さんのように長年入って地域の人に溶けこむくらいにはなれな けれど、……その雰囲気をつくってゆく。 「こ つはよくわからないけれど、 こ つには話してもよ な」くらいの存在になることはつねに意識していると思 ます農学者兼ドローン専門家の視点渡辺
　
ぼくは、みんなより滞在期間が短くて、ドローンを飛ばせるかどうかだけだっ 。
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（笑）それでも複雑な手続きなど、簡単ではなかった。宮嵜
　
天候の問題もありましたしね。
石山
　
朝には風も結構あったものね。
渡辺
　
とりあえずドローンによる調査が自分の目的で、あとはみんなの調査の観察。
三村
　
飛行時間は何分でしたか？
渡辺
　
最初に村を撮影した が
2、
3分間。そのあと、切り開かれた農地の上空を
15分
間くらい。たった
20分間のフライトのために、往復
50時間。 （笑）
宮嵜
　
ドローンで撮影した映像 すごかった。できあ りにぼくは感動しました
［写真
15］。
渡辺
　
現地でも「これはあかん、反則だ」と言っていました （笑）
宮嵜
　
あんなに鮮明に撮影できるなら、上空からなんで 計測できそうだと……。
渡辺
　
自分の調査 、ちがうアプローチが一つ加わるといっ に視野が拡がる。
三村
　
それが地球研にいるよさ すよね。分野の最先端を理解している人 、あたりま
えのごとくその技術を見せてもらえる。渡辺さん以外の人にドローンで撮ってもらっても、フィールドワークへの応用に最適な高度
60～
1
0
0メートルから撮影する意義は理
解できなかったかもしれない。渡辺
　
ぼくは自分自身がフィールドワークをするので、映像の最適な解像度を経験的に
知っている。その差はあると思います。
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お土産から見る研究者の振る舞い
3
大きなカバンのなかには大量の衣類三村
　
そういえば宮嵜さんのお土産はすごかったですね。大きいカバンには古着を大量
に詰めて。宮嵜さんのものだけではなく、知り合いの方から衣類をかき集めて、それを渡す。ぼくはこれまでしてこなかったので、新鮮でした。やはり驚きました。宮嵜
　
古着は喜ばれます。日本の人から、衣類 捨てにくいので、アフリカに持って行
くと言うとみんなけっこう出してくれる。三村
　
インドネシアではドーナッツとかが喜ばれます。
渡辺
　
服については、インドネシアではもう普通に余っているから、逆にどこかにあげ
たいくらいのものになっている。たとえば日本の食べものやお菓子は逆に喜ばれるので、だい 甘いお菓子を持って行きます。三村
　
ちなみに石山さんや佐野さんはお土産としてなにを持って行きます ？
佐野
　
マシューさんから「ノコギリをくれ」と言われました。少し人里から離れたとこ
ろではなかなか買 ものに行けない。そのため裏山から採っ 、木を使ってなにかをこしらえたりする。そう う意味ではノコギリがあ なら「これがほしい」という感じになります。とくに持って行くと うよりも、 「いっしょに調査を手伝ってくれてありがとう」という感じで渡します
［写真
16］。
三村
　
いいですね。自分で使って、それを見せて るから相手もわかって、それが贈り
ものになる。渡辺
　
ノコギリを調査に使って、マシューさんがノコギリを持った瞬間にすごくテン
ションが上がっていました。とり憑かれたよ に「これはすごい」となっ いました。そういうお土産はやはり効くなと思いました。ぼく まえに釣り針をお願 され こと
［写真
16］
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がありました。行くまえにその村人のところでお世話になっていて、 「次にくるときには日本の釣り針をもってきてほしい」というリクエストがあったので、それを持って行きました。覚えていたのがむこうと てはうれしかったようで、 「ありがとう」と言てくれ 日本のものはやはり硬さが違うと話していました。三村
　
生活の一部というか、使うものが相手にフィットするといい。
渡辺
　
フィットすると、 「たしかにノコギリっていいよな」という感じになります。で
も自分でノコギリは調査でつかわない。 （笑）佐野
　
ぼくが少し気になったのは、生業ともかかわっていて、ノコギリで木を切るでは
ないですか。今回はノコギリ１ だった で、それほど激 く な けれど、たとえば今回チェーンソーを買おうかという話にな ました。三村
　
現地で確認したところ、値段は安くて
8
0
0
0円くらいでしたね。
佐野
　
でもあれを買って置いていったら、 さん木を切り倒すことにもなりかねない。
三村
　
それは問題です。
佐野
　
あまり外部から調査に入って、いろいろと置い ったりすると、一時的 は
いのかもしれない。でもそのなかで、まわりの人 持ってい いけれど、自分は持っいるとか、そもそも森林を切ってしまうとか、そういう軋轢が生じるかもし ない。こは考えなくてはいけません。三村
　
難しいですよね。技術革新が 域で起こ しまう。あ ノコギリですらそ か
もしれない。渡したあとどのようになるかはわ らないです。石山さんはどうですか石山
　
アフリカにはあまり持って行きません。
三村
　
日本だと、お菓子を持って行ったりするの か？
石山
　
日本だと持っていきます。ぼくはあま アフリカにはお土産を持って行かな で
す。宮嵜
　
一緒にアフリカへ行ったときびっくりした。 「なんにもお土産を持ってきていな
い」と思いました。石山
　
あれはアルジェリアだったからかな。ただ、今回はびっちり
3家族につくという
感じではなかったので、持って行きあぐねるところはありました。アシスタントをしてくれる人に 、なにかを持って行くことはあります。そんなにたくさんは持って行きません。宮嵜
　
今回は調査に入る村の数が多かったですから。以前のプロジェクトではアシスタ
ントをけっこうつかっていまし から 彼らに。石山
　
たまに「車を送ってくれ」といわれることもあります。それは無理。 （笑）
ズボンの計測方法という文化の違い三村
　
そういえば、おみやげで、洋服のズボンの測り方が特徴的でした。手の甲から肘
までの長さがウエストサイズ のがザンビア人の測り方だそうです
［写真
17］。
渡辺
　
へえ。それはみんな痩せていることが前提ですか。
宮嵜
　
太っていても同じです。
渡辺
　
いや、それは違うでしょう （笑）太っている人 もそうな ですか？
宮嵜
　
みんなサイズが合っていました。
三村
　
いろいろ のズボンがあるから、みんな自分で測っていた
宮嵜
　
ぼくの場合は首まわりで測る。
［写真
17］
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三村
　
それも衝撃でした。
渡辺
　
知らなかった。
宮嵜
　
それをザンビア人にやらせたら少しずれる。 （笑）
三村
　
そう う。
宮嵜
　
ぼくらがすると、少し小さくなる ぼくらの手の甲から肘までの尺が彼らよりも
少し短いのでしょうか。三村
　
どちらで測るのが良いのか、確認したのがおもしろかった
宮嵜
　
ぼくの場合は首でした。ボタ を留めて、首に回して、少し余ったらウエストと
同じくらいになる。石山
　
ウエストが首の倍ということですか？
宮嵜
　
そうです。全体的に太ってゆく。
三村
　
こっちのほうがなんとなくわか 気 します。手の甲から肘までの尺は太 ても
伸びないし。文化というか、お土産をあげることで違いが見えたのはおもしろかった。進物を渡す作法三村
　
宮嵜さんのお土産の渡し方がよかった チェアマンと会った時
［写真
18］。調
査の許可を得るための重要な日でしたね。宮嵜
　
膝をついて。
三村
　
そう、宮嵜さんが膝をついて、なんと言ってい のかは思い出せませんが
渡辺
　
あれは正式なものですか？
［写真
18］
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宮嵜
　
わからないです。正式なものではないかもしれません。
渡辺
　
でも、ほかの人もそういう渡し方をして ました。
宮嵜
　
だいたい膝はついておかな といけない。目上の人にはそうする。
三村
　
それいがいにも・・
宮嵜
　
左手を肘に添えて。
三村
　
きちんと下から上に捧げて た。チェアマンはあまり話さない方でした。でもこ
の礼儀というか、作法をまちがえると、たぶんだめだと思います。宮嵜
　
はい。あまりなにも考えませんでしたが、ザンビアでは偉 人にそう ないとい
けないと思っています。
食のはなし
4
［写真
20］
???????? ［写真
19］
??????? ????

［写真
21］
?????????????
［写真
22］
????
C
h
ib
u
ku ? ????????
?????［写真
23］
???????
C
h
ib
w
an
tu ? ????
? ??? ?????????? ???
［注
13］
????
Jo
h
n
 B
an
d
a ???
Z
A
R
I ?????
A
g
ric
u
ltu
ra
l 
R
esearch
 O
fﬁ
cer ??????
???? ????????????
地球研のことを考える
5
生まれた研究の種はどうしたら発芽させられるか石山
　
今回の調査は自然発生型のメンバーだったのがよかったと思う。 「こういう分野
の人がいたら収穫が多いかも」と宮嵜さんと佐野 んがメンバーを選んだ。それが楽しさのゆえんにもなったと思う。宮嵜
　
シーズ探しが目的だったので、成果を上げる制約がなかったのもよかった。研
究プロジェクトとなると、課題に沿った話をある程度考えなくてはならない。道すがら、ごちゃごちゃ言いあって、 「こ をしたらおもしろいのではないか」などのアイディアが次つぎに出る楽しみがあっ 。佐野
　
研究プロジェクトのよさは、最初からみんなの進むべきフォ カスが合っていて、
自分の役割が決まっていること。互いの能力を補完できる 、合意形成するなかで各人がなにをすべきかが詰まってゆく。今回は、みんなの研究のおおまかなバックグラウンドは知っていた 、具体的な引き出しはわかっていなかっ 実際にほ 人の調査方法を見ながら、 「こういうことはできるかな」 、 「そういうこともでき ね」と確認しながら進めたの よかった。時間の制約がな のも大きかったね。渡辺
　
プロジェクトは個人の専門性が求められる。それぞれの持ち味をいかんなく発揮
して出てきたデータを、プロジェクトの目的と評価 枠にあてはめてどう料理するかはプロジェクトリーダ 仕事です。では、プロジェクトに属す メンバーが、プロジェクトの枠組みから離れて地球研 属 る一人の研究者として共同研究を始めるとどうなるのか。今回は、そういうトライアルの一つとして位置づけられる 思 ます。そうプロジェクトを離れた試みに、地球研が研究費を出し、新しいプロジェクトの種を蒔く。このようなこと サポートし くれる地球 はとてもすばら と思います。 ん
とか花開かせたいですね。石山
　
プロジェクトにはプロジェクトの設計がある。ぼくもそう思います。自由にする
となると、ぼくたちの創造力が問われるでしょう。これまでのプロジェクトと異なるなにができ の 。それをきっちり意識する必要がある 無理に も次のアウトプットや展開を考えるとかね 腕試しではないが、具体的なものを考える必要がある。渡辺
　
具体的な研究にするのですか？
石山
　
そうです。種は蒔いたのだから、発芽させないと。実をつけるまでやってみる。
そこを意識しないと、ただ シーズで終わ たのではどうにもならない。渡辺
　
地球研がこれまでしてこなかったことですね。いまは、 「予算をつけ からなに
かを考えてください」と、外部から企画を公募 て る。石山
　
地球研の体制でできるかもしれませんし、外部資金を獲得する方向かもしれませ
ん。でも、 「せっかく種蒔きをしたのだから、もう少 育てよう」とい 動きを、地球研全体でもっと共有したいと感じます。「地球研らしさ」と地球研の未来をあらためて考える宮嵜
　「地球研らしさ」で考えると、 地球研にプロジェクトとして申請しないといけない。
「とりあえず種を見つけたのでしょう」 、 「では地球研に応募しなさい」という話になると思うのですが、どうでしょう。三村
　
出したいという希望はありますか？
宮嵜
　
今回の材料だけでは通らないと思う。プロジェクトのように何十人 研究者を集
めて実施する調査でもないし、エリアを拡大して比較しても大きな研究にはならない。残念ながら、地球研の研究プロジェクトよりも少ない外部資金のほうで行くべきか と「よいシーズを地球研に見つけだしてもらった」という感じ。地球研で予算をとるならサブプロジェクトというか、金額の少ない小規模なプロジェクトの枠がないと。渡辺
　
外部資金でもよいが、これまでにないプロジェクトの立ち上げができそう。
三村
　
そうですよね。
渡辺
　
横をつなぐサブプロジェクトみたいなものができたらよい。
佐野
　
アフリカの自由な環境で、 くつか方向性は見えて と思う
三村
　
地球研の大きな柱である研究プロジェクトがある一方で、スピンオフ的な研究も
どんどん出てゆけば……。研究プロジェクトから生まれる本筋になりにくいニッチな研究、しかし重要な研究があるはずです。　
プロジェクト形式は外部の研究をセレクトするので、やはり特殊。そことはちがうか
たちで、地球研らしさを出したい。そういう新たな制度ができれば、地球研自体の活動の幅も拡がると思いますね。今回の調査 、そんなことを言わせるくらい、ぼくは楽しかった。文理融合をあたりまえとして意識しているし、あたりまえのように相手から学ぼうとするのは、まさしく地球研の特徴ですね。そのよさを活かせる新しい制度を考えたいですね。
???????????????
アフリカ体験の後日談　
隻眼の彼は、杖を持ってゆっくり近づいて来た。先に着いた私は、彼が帰って来るの
を待っていた。「…やざーき、…みやざーき…」と調査パートナーのラザくんが彼に説明している。現地語がわからない私でも、宮嵜さんの名前を言っていることはわかる。会話の内容は実測調査の承諾である。彼は笑顔で承諾をしてくれた。彼と私は、今日初めて う。とくに問題なく承諾 得 れたの 、宮嵜さんがこれまで築き上げた現地での信頼関係があったからだろう。　
この日は、他の研究員と別行動をしていた。ザンビアでの調査は短い時間であったが、
彼の家で見た大き 穀物倉庫はこ まで見たことない。実測したいと宮嵜さんに懇願して、別行動を許してもらった「彼は写真を嫌がると思うから撮らない方がいいよ」「調査は慎重にやってね」と宮嵜さんは言う。「なぜですか？」と私は聞く。
＊
　
10月
29日、その日は少し寒かったが、アフリカと日本の気温差からだと思っていた。
今日は休日ということ、アフリカから帰国して翌日ということで、家でゴロゴロしていた。お腹が空いたためコンビニへ向かう。
15時くらいだろうか。朝から何も食べていな
いがよくあることだ。自転車に乗って、コンビニへ向かう途中、舗装された道路や真新
あとがきにかえて
しいマンション、きれいな車などを見て、「日本に帰ってきたんだな」とアフリカでの経験を思い出す。　
コンビニに到着すると、なぜか食欲がない。さて、何を買おうか。日本に帰ってきた
んだし、せっかくだから、など考えたが、から揚げのみ買って、家路に着く。家でから揚げを食べ 再度寝た。
17時ごろ起きる。今日は寝すぎた。体が重い。
　
事態は急変する。頭が痛い。トイレの往復が増える。熱があることを実感する。
23時
ごろだろうか。どこにしまった 忘れた体温計を探す。
39・
1度。
「あー。 これはマラリアか」 と思う。 と、 同時にトイレへ向かう。 身体中が痛い。 そして寒い。歩くのがしんどい。救急車を呼んで病院へ行くか。いや、明日の朝まで我慢しよう。寝れば大丈夫だ う。　
翌日の朝
5時ごろ。あまりにもしんどいため、タクシーで病院へ向かう。京都市立病
院はマラリアの診療実績がある。石山さんから聞いたことだ。タクシーでの支払い10円まけてくれた。病院の受付ロビーを見渡すと４名ほど長椅子に座っていた。
一人
10分だとして、
40分待ちかと思う。
　
長椅子で横になっていると、 「三村さん」と看護師の声が聞こえた。診察室に入る
「どうぞ」と
30代くらいの医師が言う。
「どうされましたか？」　
ザンビアへ出張していたこと、熱があること、下痢がひどいことを伝える 医師の
察からマラリアではなさそうだった。そ 後、採血、尿、鼻腔拭い、検便を行う。マラリアだけでなく赤痢、インフルエンザなど、さまざまな角度から症状の特定を行うという。脱水症状を懸念して 点滴を
40分ほど行った。点滴中、別の医師が質問に来る。
「アフリカで性行為はありましたか」
後日知ったことだが、性行為で感染する寄生虫は、赤痢アメーバや大腸アメーバなどある。タクシーで帰る途中 ふと思う。「マラリアじゃないなら、原因はなんだろ」
＊
……「なぜですか？」と私は聞く。「彼はウィッチクラフトだから」と宮嵜さんは言う。「アフリカにはいるんだよね～。ウィッチクラフト。魔術をかけるんでしょ」 とすかさず、石山さんが付け加える。「ええやん。調査やったら」と佐野さんは他人事のようだ。「やめたほうがいいですかね」と確認した「問題ないでしょ」 と言う宮嵜さんの言葉を聞いて安心する。 実測したい、 好奇心でウィッチクラフトに会いたいと思い、調査を決意した。
＊
　
10月
31日、感染症内科で診察する。昨日までの症状を淡々と伝え、帰国後にから揚げ
を食べたことを追加で伝える。「から揚げなんて食べたの。体調悪 のに？　
医師のこの言葉だけ、鮮明に記憶している。検査結果はマラリアではなかった。では、
何か。 まだわからない。 他の感染症の検査をするので、 早くとも
2、
3日はかかると。 また、
採血、尿検査を行った。熱は
37・
5度くらいあった。
「報告の義務がある感染症の可能性がありますので家で待機していてください」といわれた。　
11月
1日、症状は良くなってきた。熱は変わらないが、薬が効いているのか、気持ち
が楽だった。日をまたぐごとに、さらに良くなっていっていることがわかる。少しほっとする。　
11月
4日、検査結果を聞くため病院へ向かう 結果はカンピロバクター。カンピロバ
クターは多くの動物が保菌し、鶏由来だろうといわれる。日本にも存在する細菌。「え。コンビニのから揚げですか」と聞くが、「たぶんアフリカでしょうね」という。　
その後、症状はよくなり無事に発熱と下痢は治る。
　
が、
11月
6日、再度
38度の熱が出る。咳が止まらない。
12月末まで、この咳はつづい
た。採血やレントゲン検査を行ったが原因は不明である。
無事に回復した
　
三村
　
豊
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―１研：砂漠化をめぐる風と人と土プロジェクト
（代表：田中樹）
石山
  俊
文化人類学、環境人類学（アフロ、 ・ユーラシア乾燥地域研究）NGO
による砂漠化対処活動現地駐在員としてアフリカ、チャドで４年間を過ごす。後、アフリカ乾燥
地にて、農業を中心とした生業活動とその現代的変容をテーマにしたフィールドワークと研究を開始。福井県中山間地への移住経験をきっかけに、 「篤農家」の研究にも着手した。宮嵜英寿
（案内人）
学生時代は西アフリカ ブルキナファソで牧畜民と農耕民の共存関係に関する調査をおこなう。その後、南部アフリカ、ザンビアで小規模農民の気候変動に対するレジリアンスについての研究を
5年間おこ
なった。現在は、インド、北西部、ラージャスターン州・南インド、タミルナードゥ州・ブルキナファソ、北部、サヘル州にて家畜糞を介した牧農共存のあり方に関する研究および、ザンビア、南部州で雑穀栽培のリバイバルをテーマとした研究に取り組んでいる。―２研：高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索
（代表：中塚武）
佐野雅規古気候学樹木の年輪から環境の変化を読み取る研究に従事す 。主に東南アジアやヒマラヤなどのモンスーン地域を対象とし、人里離れた手つかずの森林から老齢木のサンプルを集めて て、その年輪の厚さや材密度、同位体比を測ることで気温や降水量がどのよう 変化 てきた かを調べてきた。最近は日本の気候の変化を過去数千年間にわたって詳らかにし そ 当時の人々が気候変動に対し どのように応答したのかを歴史・考古学者と協同して解明するため お寺などの古い建物に使われて た木材や、遺跡から出てきた木材を使って研究を進めている。
話し手
―６研：東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上
（代表：石川智士）
　
渡辺一生農学、地理情報学（地域研究）タイ、ラオス、インドネシ およびフィリピンを中心に、地域の社会・経済的変化と生態資源利用の相互関係について文理融合研究を実施している。加えて、地域資源の利用とケアの両立を図るために必要な要件を整理した「エリアケイパビリティー」概念の構築を進めている。―研究基盤国際センター：コミュニケーション部門三村
  豊
建築史・都市史建築・都市史を中心に画像処理や
GIS
を用いて研究に従事する。主にインドネシア・ジャカルタ都市
圏を対象に、時系列
 の都市の情報基盤構築を行う。ジャカルタ都市圏は、都市
(
コタ：
kota)
でもあり
かつ村落（デサ：
desa ）であるような地域（
Desakota ）が広域都市圏を形成しており、そうした都市構
造が環境への負荷を軽減している可能性がある。都市の中の「隠された智恵」を古地図や地理情報をもとに明らかにする研究 行っている。
フィールドぶらり
 ４
 「ザンビア南部」
フィールドでまなぶ・みんなで考えるザンビア南部の農と食と暮らし2
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